
大阪女学院大学
●学院創立：明治17年/1884年（創立127年）

●大学（国際・英語学部）539名（2004年開学）

●大学院（21世紀国際共生研究科）５名（2009年開設）

●短期大学（英語科） 242名（1968年開学）

●中学・高校 1,5７1名 H23年5月1日現在

Ｈ20年度 情報委員会と図書館が共同でリポジトリ構築準備開始

構築予算獲得

Ｈ21年度 システム導入：Dspace

初期登録：2005～2008年度紀要
紀要論文：68件（本文公開68件）研究活動報告等：20件

試験公開：12月1日

ＤＲＦ加盟、NII学術ポータル研修参加

☆リポジトリの歩み☆

平成22年度ＣＳＩ委託事業報告交流会（コンテンツ系） 2011.6.13



☆大阪女学院学術機関リポジトリ公開☆

Ｈ22年度 ＣＳＩ委託事業受託（領域1：コンテンツの拡充）

一般公開：6月7日

ＮＩＩハーベスト開始、JAIRＯとの連携

創刊号からすべての紀要の電子化とリポジトリ登録

紀要論文著者へのリポジトリ登録許諾依頼

本学独自教材のリポジトリ登録

学内広報

（学内理事会、教授会、学内研修会、教員への個別説明

図書館利用教育でのPR、ILL受付時でのPRなど）

http://ir-lib.wilmina.ac.jp/dspace/


☆Ｈ22年度の目的☆ ☆ 成果☆

登録コンテンツ
●紀要論文：342件（本文公開137件）

研究活動報告等：117件

●教材：190件（本文公開62件）
情報教育リテラシー科目
「研究調査法」「情報の理解と活用」

●その他
『2009年度大阪女学院大学・短期大学図
書館報告』

● PDA端末基盤整備計画の変更

●本学研究成果の収集・公開

●本学教育の独自教材の収集・公開

●PDA端末利用の基盤づくり

☆利用状況☆
Ｈ22年6月～H２３年３月

☆ダウンロード上位例☆

ほとんどが
学外アクセス（ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ件数）



☆次期計画☆

●コンテンツの充実（研究成果・教材）
大学院・研究所での成果
初年次教育教材
本学教育の中心である英語科教材登録

●変化に対応したPDA端末基盤整備（継続課題）
機種拡大、モデルチェンジなど多様なﾊｰﾄﾞ、ｿﾌﾄ環境と
ePub3などの新しいデータ形式に対応した運用の検討

●学内の学術情報流通の整備
紀要委員会など学内委員会との学術情報流通の整備
教育・研究成果の登録円滑化のための規定整備


